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「県教連」会報

「目標に準拠した評価に基づく学習指導の工夫」

元栃木県鹿沼市立東中学校長 鈴木 節也 氏

平成１５年度岩手県教育研究所連盟所員研修会の講義は、鈴木先生が現職校長

時代、全国に先駆けて、教育評価を「目標に準拠した評価」に転換したときの実

践を基にした講義でした。その講義内容の要旨を紹介致します。

１ 私の学校改革

(1) 今から５年前に目標に準拠した評価に転換した理由

・子どもの学習の実態から

・教師の学習に対するマンネリ化を除去するため

・保護者や地域の人の教育に対する考えを見直

してもらうため

(2) 目標に準拠した評価へ転換するための方策

（ ）・評価観を変える 目標に準拠した評価に転換

・定期テストを廃止して小テストに変える

・４観点のうち観点１（関心・意欲・態度）を

全校体制で重視する（自己評価重視）

(3) 子どもの変容の姿

・主体性が身に付く

・生活リズムや進路観が変わる

・学校生活にゆとりができたことにより不登校

が激減する

(4) 進める上での配慮事項

・教師の共通理解（意識の共通化）を図る

・子どもや保護者への周知徹底を行う

・地域の各種団体を啓発する

・ＰＴＡ広報部やマスコミの力を借りる

私が勤務していた学校は、不登校等による生徒

指導上の問題を抱えていた。また、定期テストの

結果によってのみ成績を決めていたことにより、

日常の授業が軽視され成立しにくい状況があった。

そこで、定期テスト等を廃止し、授業過程におけ

る評価を大切にする目標に準拠した評価に転換し

た。子ども達の学習の様子は、初めこそ従来とあ

まり変化がなかったが、２学期あたりから主体的

に学習に取り組むようになってきた。これは、毎

時間自己評価を続けるうちに目的意識を明確にも

。 、てるようになってきたことに起因している また

不登校も激減した。当初は、地域や保護者から大

変な批判があったが、子ども達が変容することに

より、批判も少なくなってきた。不退転の決意で

取り組んだことが好ましい状況に変えたと思う。

２ 目標に準拠した評価をどのように考えたらいいのか

(1) 評価の二つの解釈

・一般的な解釈は、見定め 認め 判定する→ →

・教育評価としての解釈は、最終的には 「自、

己評価能力」を身に付けることである

(2) 子ども側に立った目標準拠評価

子どもに生きて働く評価、つまり指導と評価の

一体化を図ることが大切である

目標に準拠した評価は、総括的に評価することに主

眼をおいているのではない。学習途中における評価を

重視し、それに基づいて指導に生かすことである。

つまり 授業中における生徒の活動を３段階 Ａ、 （

ＢＣ）に分けた基準で漠然と評価することだけで

はなく、どのような生徒に成長すればよいか、そ

の姿をあらかじめ想定しておき、目指すその姿を

実現させるための指導を行うことである。

〈具体例（中学校理科 〉）

〔重点評価規準〕

観点１（関心・意欲・態度）

「場所と植生の関係について、問題を見つけ学習しよ

うとしている」

教師が期待する生徒像

場所によって生育している植物が違っていることに関

心をもち、意欲的に探究しようとしている。

支援した結果の生徒像

学校周辺の植物に関心をもち、グループのメンバー

と協力しながら意欲的に観察している。

３ 指導と評価の一体化を図った学習指導の工夫に

ついて

(1) 評価活動とは何かの共通理解
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